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論 文 題 目 
芳香族ニトロンや芳香族ニトロニルニトロキシドを配位子に用いた 

超分子錯体の構造と磁性の研究 

【序論】  
機能性分子の開発はナノデバイス構築へ向けて非常に興味が持たれ、この数十年の間に多くの

研究がなされてきた。さらには異種の分子(または原子やイオン)同士を相互作用させることによ
り超分子構造を構築し様々な機能を持たせ、光、電気、磁気的なデバイスとして働く分子なども

構築されてきた。本研究では、ニトロンを配位子に持つ HPzNTR(1)やニトロニルニトロキシド誘

導体を用いた超分子錯体の合成に成功し、その構造と磁性を明らかにした。 
【結果と考察】 
 Ni,Co,Fe,Cuの４つの錯体についてそれぞれ構造と
磁性を明らかにした。Ni,Co,Fe錯体は右と左で逆螺旋
をとるmeso−helicate構造を取ることが分かった（図
１）。Cu錯体は Cuイオンが３角形に配置した構造の
２量体であった。   
磁性については、Ni錯体については反強磁性的相互
作用が発現したが、Fe錯体は強磁性的相互作用を発現
した（図２）。その強磁性的相互作用の発現機構が、

Feイオンの電子の非局在化によるものであることが
分かった。Co錯体については磁気測定を行ったが、
Co単イオンの磁気異方性の効果で解析が困難であっ
た。Cu錯体については非常に強い反強磁性的相互作
用が観測された。また、azoleの Nにニトロニルニト
ロキシド(NN)を置換した、pyrazoleNN,triazoleNN, 
benzotriazoleNN,tetrazoleNNを合成し(2)、それらを

用いた錯形成を行った。特に、prazoleNNを用いた錯
体では Cu,Ni錯体の合成に成功している。その磁性は
両者ともに数百 K級の強い反強磁性的相互作用が観
測された。 
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図１：Fe錯体の ORTEP図。
      水素原子は省略した。

図２：Fe錯体の磁気測定結果。


